
【開催日】

【時  間】

【会 場】

【定 員】

【参加費】

【講  師】

2024年3月28日（木） 13:30～ 受付開始

14:00～15:００

宗教学者。専攻はターミナルケア、医療倫理、
死生学、宗教倫理。
著書に『生と死のケアを考える』 『「脳死」と臓
器移植』 『愛する者の死とどう向き合うか』
『愛する者をストレスから守る』など他多数。

200名 （要予約・先着順）  ※当日参加も可能です

1，000円 （当日現金のみ）

（京都大学 政策のための科学ユニット 特任教授）

誰にも訪れる死――死生観をもつかどうかで、死は大きく違ってくる。
先進諸国では死が隠蔽され、生者と死者の関係性を考えるための
「死生観」を養う機会がほとんどない。「自分の死」では臨死体験や東
洋・西洋における死に対する考え方を学び「愛する人の死」では、それ
とどう向き合うかについて考えます。

和光大学ポプリホール
（町田市文化施設）

東京都町田市能ヶ谷1-2-1
（小田急線 鶴川駅徒歩３分）

この講座は当団体桜葬メモリアルの第二部として開催いたします。一般の方もご参
加いただけます。お問い合わせはエンディングセンターまでお電話ください。

認定ＮＰＯ法人 エンディングセンター
町田事務所 〒195-0051東京都町田市真光寺町338-12

042-850-1212 ※10:00～16:00 （木曜・第2/第４日曜日定休）

https://www.endingcenter.com/ e-mail：info@endingcenter.com

「自分の死と愛する人の死」

認定NPO法人エンディングセンター 公開講座

第一部メモリアル（会員制）を13：30まで開催しております。
受付開始後会場にお入りいただけます。

和光大学ポプリホール鶴川 地下2階ホール

カールベッカーさん

※この講座は日本語で行います。

第１９回 町田 桜葬メモリアル
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